
２日： 満月 旧 ６月 １６日 

６日： 広島原爆の日 

  ８日： 立秋 

  ９日： 長崎原爆の日 

 １２日： 御巣鷹山慰霊の日（日航ジャンボ機墜落） 

 １５日： 平和祈念の日 

１６日： 新月 旧 ７月 １日 

 ２３日： 処暑 

３１日： 満月 旧 ７月 １６日 

      （今月は満月が２回あります） 

 

 例年では、秋播き小麦の収穫で忙しい時期。今年は、

７月２１日から８軒の集団の収穫作業を始め、２４日に

は終了しています。例年より１０日程早く作業期間も短

い状況でした。 

そんな天候の中、芋の疫病は大暑前には確認され雑草

が元気に育っています。 

雑草対策として、芋の植付け後の機械除草、培土作業等

を雑草の生え具合に合わせて数回行っていますが大暑の

頃には草畑。 

一か月近く？草取りに通いうんざりしている人に「ここ

はこういう畑だからこのままで良い。」と私は言う。一般

の畑でこの状態であればそれは異常。しかも、取った雑

草を全て袋に入れて運び出している。「取った雑草が全て

再生するわけではないから畝間に置いておいたらいい

よ。」の結果写真が右。この芋畑では、芋の茎が無くなっ

たら茎葉チョッパーで丸坊主にする。後１０日前後の話。 

その為にわざわざ苦労している？ 

さて、撮った雑草をどの様に置くか？草取りに久し振り

に入った私は、草の置き方の状態を見て左下写真の様に

とった草を芋の畝の上に浮かせるように芋の株間を塞ぐ

様に草マルチをイメージして草取りを進めました。 

大変な作業であることはわかっているから、ある程度の

ところで妥協するか作業負担の少ない方法に適せん変え

てゆくかしないと無駄に体を衰えさせるだけ。先月届い

た「ＭＯＡ自然農法 No.250」の記事「知識は種、感性

は土壌」静岡大学名誉教授 中井弘和 を紹介します。 
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